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泣い昔のことでした。 ケイ ロ界 という所に一人の干，子がおり ました。ある 日、 l羽の山ばとが御前の
仰の木にとま ってこんな言葉をさえずりました。

「シャカラ龍1誌のお姫様は、とても美しいお方。あなたのお嫁になさいませ。」 王子は早速南海の龍
'l:.I;めきして旅に，'llました。 日が暮れて・一。小丹長す?とL寸金持ちは、一夜の宿を頼む王子をすげ‘なく追
い出しました 松の木の精が教えます。 i蘇民将来の所へおいでなさいま せ。」 蘇民将来はたいへんな

貫之でした しかしあわ飯をたいて山かくもてなしました。

やがて龍'~~の姫をめとった王子は「牛頭天王」とるり 9 万 8 干の家来をつれてやってきました。 小丹
のー族は 7日7伎に皆殺しになりました。蘇民将来は長者になって子孫の末まで安楽に暮したというこ

r乙です (信濃国分寺寺宝 牛頭天王祭文より)
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に

、
新
春
を
迎
え
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
、
市
政
に
ょ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
ご
理
解

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
世
界
的
経
済
の
円
高
不
況
と
、
激
動
す
る
経
済
推
移

の
中
に
た
た
さ
れ
ま
し
た
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政
策
や

一

h--z咽司
a
a
a・
圃
・
・
・
・
・
・

r判
川

地
方
財
政
計
画
等
の
関
連
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の
な
か
で
、
皆
さ
ん
の
要

一4

明

人
一
者割
多
量

望
に
こ
た
え
る

べ
く
行
財
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運
営
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最
大
の
努
力
を
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4
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回
国

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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当
、
上
田
市
は
大
正
八
年
五
月
、
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
て
以
来
、
古
き
よ

き
伝
統
を
守
り
な
が
ら
産
業
文
化
の
振
興
等
、
着
々
と
近
代
化
の
み
ち
を
歩
み

合
併
、
社
会
明
、
自
然
増
に
と
も
な
い
昨
年
十

一
万
市
民
の
誕
生
を
迎
、
ぇ
、
名

実
と
も
来
信
地
区
の
中
枢
的
都
市
と
し
て
発
展
し
、
本
年
こ
こ
に
六
十
周
年
の

えヴ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
五
十
四
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
上
田
市
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
か
ら
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
力
添
、
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対

し

、
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・
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滑
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の
伸
展
を
期
し
て
誠
心
誠
意
、
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

上
田
市
は
、
大
正
八
年
五
月
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
は
、
六
十

周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
問
、
人
口
も
十
一
万
余
人
と
な
り
、
東
信
地
区
の
中
心

的
都
市
と
し
て
発
展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ご
同
慶
に
た
え

「

記
念
す
べ
き
輝
か
し
い
年
を
迎
え
ま
し
て
、
心
を
新
に
い
た
し
て
お
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
低
成
長
下
の
経
済
動
向
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
市
の
行
財
政
も
極
め
て
厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
、こ

の
難
関
を
乗

り
越
、
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
、
上
田
市
長
期
基
本
構
想
の
後
期
五

か
年
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
年
で
あ
り
ま
す
。

恵
ま
れ
た

自
然
と
美
し

い
郷
土
を
守

り
育
て
、
住

み
よ
く
健
康

な
魅
力
あ
る

上
田
市
の
建
設
を
目
指
し
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
、
あ
た
た
か
い

心
の
ふ
れ

あ
う
、
自
然
と
人
聞
の
調
和
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
最
警
の
努
力
を
お

し
ま
な
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま

し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

春

迎

え

て

を
上

田

市

長

石

井

泉

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
の
長
期
基
本
構
想
も
議
決
さ
れ
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
本
年
も
市
財
政

は
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
、
教

育
文
化
の
振
興
、
都
市
基
盤
の
笠
備
、
産
業
の
振
興
な
ど
そ
の
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
各
種
の
事
業
の
実
現
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
、
市
民
生
活
の
安
定
を

は
か
る
べ
き

頁

乃

こ

と

、

ま

で
あ
る
と
考

-
E
J
κ
ν

、

tu

え
て
お
り
ま

す
。

上

田

市

議

会

議

長

葦

沢

達

議
決
機
関

で
あ
る
議
会

と
し
ま
し
て
は
、
市
政
に
お
け
る
幾
多
の
重
要
な
問
題
を
慎
重
に
審
議
し
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う
よ
う
に
い
た
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
今
後
と
も
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

市民の動き
(12月 1日現在)

110，463人 (+39) 

53，904人(+24) 

56，559人(+15) 

32，530世帝(+32) 

)内は前月比です。

長令、人口

男

女

世帯数

主な内容

はたちの若人新春に語る一..一................一一................4・5ペ ー ジ

市営住宅補充入居者を募集一・・一一........一...一.....一一-一・一…....6ペ ー ジ

三種混合予防接種を実地…一..一一....一・…・・・・・・・・・・・・・一...・・…・・・・ 6ペ ー ジ

成人式に参加しよう ..................・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 7ペ ー ジ

工業統計調査にご協力をお願L、します…・・・・・・・一一・一..一一……・7ペ ー ジ
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一
一
一
月
完
成
の
東
部
保
育
園

《
》
信
臓
腸
仙
台

ω良】

'mm'"

〈
市
内
初
の
二
階
建
て
〉
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し
て人民股

特例納付の 2ヵ:Zき
保険料 ;25異

な自
年2%で 、なけ由

全額融資寸??
東部保育園完成予想図

今
年
三
月
完
成
、
四
月
間
国
を
目
桁

し
、
総
事
業
費

一
億
七
千
三
百
二
十
八

万
円
を
費
や
し
て
建
設
を
進
め
て
い
る

東
部
保
育
園
は
、
上
田
市
で
は
じ
め
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延

面
利

一
千
三
百
三
十
八
平
方
灯
で
、
現

在
、
市
内
に
あ
る
平
均
的
保
育
固
め
約

一一

・
五
倍
と
広
く
、
園
児
の
定
員
も
二

百
五
十
人

(
現
在
、
平
均

一
保
育
園
百

人
)
と
市
内
で
一
番
大
き
な
保
育
園
と

な
り
ま
す
。

東
部
保
育
園
の
特
色
は
、

O
歳
児
保

育
で
す
。
こ
の
た
め
、
乳
児
室
(
百
三

し
て
い
て
も
長
い
間
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
た
め
、
将
来
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
を
救
お
う
と

国
は
、
今
年
七
月
一
日
か
ら
法
律
を

改
め
、
不
足
し
て
い
る
期
聞
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
納
め
れ
ば
、
将
来
年

金
が
受
け
ら
れ
る
特
例
納
付
制
度
を

設
け
ま
し
た
。

こ
の
不
足
し
て
い
る
保
険
料
は
、

年
齢
や
各
自
の
納
め
て
い
な
い
期
間

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
ま
と
め
て

支
払
う
の
で
三
十
万
円
、
五
十
万
円

と
い
う
金
額
に
な
り
ま
す
。

十
二
平
方
じ
)

に
は
、
乳
児
用
ト
イ
レ

や
沫
浴

(
も
く
よ
く
)
設
備
、
調
乳
室
、

お
む
つ
な
と
を
洗
う
洗
た
く
室
、
は
ふ

く
宅
な
ど
を
設
け
ま
す
。

建
物
の
特
色
と
し
て
は
、

二
階
の
出

入
り
は
、
万

一
の
災
害
な
ど
を
考
、
え
て

屋
外
の
階
段
を
使
い
、
屋
内
の
階
段
は

使
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
外
の
階
段
の

慣
に
、
非
常
時
の
脱
出
用
と
し
て
ス
ベ

リ
台

(
ス
ロ

ー
プ
)
式
階
段
も
つ
け
て

あ
り
ま
す
。
保
育
室

(約
四
十
二
平
方

υ
川
)
は
、
十
室
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の

平
均
的
保
育
室
の
約

一
・
五
倍
と
ゆ
と

り
を
持
た
せ
て
あ
り
ま
す
し
、
保
光
に

も
気
を
配
り
ど
の
保
育
室
も
南
か
東
側

を
向
い
て
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
は
、
雨

の

日
な
ど
に
園
児
の
遊
び
場
と
な
る
よ
う

に
幅
広
く

(
幅
約
三
川
)
と
っ
て
あ
り

ま
す
。市

は
、
こ
の
不
足
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
、
安
い

利
子
で
保
険
料
を
融
資
す
る
制
度
を

つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
希
望
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
対
象
者
〉

現
在
、
五
十
六
歳
以
上
、
六
十
七

歳
ま
で
の
人
で
、
市
民
税
の
均
等
割

以
下
の
人
、
ま
た
は
生
活
が
著
し
く

困
難
な
人
。
た
だ
し
、
同
和
地
区
の

人
は
、
こ
の
条
件
に
関
係
な
く
融
資

し
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
保
育
の
希
望
が
多
い

場
A
n
は
、
保
護
者
に
保
誕
者
会
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
、
自
主
的
に
保
育
し
て

い
た
だ
く
南
部
・
塩
田
中
央
保
育
聞
方

式
も
考
え
て
い
ま
す
。

固
め
指
定
を
受
け
、
県
と
関
係
市
町

〈
全
額
融
資
で
利
子
年
二
%
〉

不
足
保
険
料
を
全
額
融
資
し
ま
す
。

利
子
は
、
本
人
年
二
%
で
す
。

(市

が
六

・
五
%
負
担
し
ま
す
。
)

〈
返
済
は
年
金
か
ら
〉

六
十
歳
に
な
る
ま
で
す
、
ぇ
置
き
、

六
十
歳
に
な
っ
て
繰
り
上
げ
年
金
を

受
け
始
め
て
か
ら
、
五
年
か
ら
七
年

の
聞
に
受
け
る
年
金
の
中
か
ら
返
済

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

帽

〈申

込

先

・

お

問

合

せ

〉

肌

国
保
年
金
諜
年
金
係

(
宮
@
四

一

m

O
O
内
線
二
八
四
有
線
②

O
七

二

)

町

-鴨脚・ 4セ ~-- t 時ず晴也主緬泊}ー

工事が進む野竹トンネル工事現場

村
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
、
浅
間
山

ろ
く
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
笠
備
事

業

(
以
下
広
域
内
服
道
と
い
う

)
の
上
回

市
関
係
区
間
は
、
現
花
、
野
竹
と
神
川

に
架
か
る
神
里
怖
を
結
ぶ
野
竹
地
籍
に

上
田
市
分
の

一
番
の
難
工
事
、
「
野
竹

ト
ン
ネ
ル
」

(
仮
称
)
の
掘
削
を
約
六

億
円
の
費
用
を
か
け
、
五
十
五
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
長
さ
二
百
七
ト

六
メ
ー
ト
ル
、
道
路
の
幅
八
・
五
メ
ー

ト
ル

(
車
道
七
灯
、
歩
道
両
側
に
各

0

・
七
五
幻
)
、
高
さ
四
・
五
メ
ー
ト
ル

の
規
模
で
、
パ
イ
プ
を
先
き
に
打
ち
込

み
上
部
を
固
定
し
て
か
ら
掘
る
、
パ
イ

7

ル
ー
ブ
ル
方
式
で
行
う
た
め
の
パ
イ

プ
打
ち
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
の
上
回
市
の
区
間
は
、
神

科
バ
イ
パ
ス
県
営
野
球
場
入
口
か
ら
豊

殿
地
区
中
吉
田
の
東
部
町
と
の
境
界
ま

で
の
五
キ
ロ
灯
で
す
が
、
神
科
バ
イ
パ
ス

県
営
野
球
場
入
口
か
ら
野
竹
ま
で
の
区

間
と
、
林
之
郷
の
一
部
の
道
路
の
取
り

付
け
、
拡
幅
、
舗
装
工
事
お
よ
び
神
川

へ
の
架
橋
、

神
里
橋
が
完
成
、
県
営
野

球
場
入
口
か
ら
野
竹
ま
で
の
区
聞
は
、

す
で
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
域
内
肱
道
が
全
線
開
通
す
る
と

要
所
に
集
荷
所
や
碁
幹
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
建
設
し
、
豊
殿
地
区
の
特
産
で
あ
る

き
ゅ
う
り
な
ど
農
産
物
の
流
通
、
農
業

の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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の代表者 6人の皆 さんに、 新年を迎

えてこれか らの抱負などをお聞きし

ました。

ハ~~~ *~~~ *~戸~~ 牢~~~-

インタビューの内容

①成人としての今年の抱負

②成人式の上田方式(各公民館単位

で開催)について一言

③市への要望 は、

小林祥次さん
(上野が丘公民館・会社員)

①今までの行動に、落ち着きと

慎i重きをプラスして、 耳心じる

ことのないよう、 胸 を張って

一人歩きできるよう努力して行きたい。

②各公民館へみんなが集り、顔を合わせることは

いろいろな面で大切なことだと 思 う。

③みんなが気軽に集り、いろんなことができる場

所をもっと設けてほしい。

4.事前運動の禁止(期間に定めはありません)

5.戸別訪問の禁止 (選挙運動中にかぎりません)

6.後援会の名をかりての戸別の選挙運動

7.違反するポスター、看板などの掲示

8.名儀をかえたり、名をかりて禁止 きれた行為を免

れるようなこともいけません。

9.新聞、雑誌などの不法利用

10年末・年始などに名をかりて有権者に飲食物 を提

供することはやめましょう。

武舎とし子さん
(上田市公民館・学生)

①成人として社会に認められる

のは うれ しいが、社会的責任

の大 きいことを感じます。い

手4-.，

ち成人として恥ずかしくない行いをしたいと思

います。

②成人式だけで、 同地域の若者たちがつながりを

持てるで しょうか。地域ごとで行う「成人のつ

どい」は、 同世代の若者をつなく 1本の糸にな

ると，思 います。

③市内の街中では、喫茶庖などとても多いが、若

者が集まれる健全な場所が少ないと思います。

若者たちが自然に集まることができる健全な場

戸斤をつくってほしいと 思 います。

福井よし子さん
(川西公民館・ 学生)

①まわりに流されないで、自分

の行動に責任を持ち、人に頼

った り、甘-えたりすることなく、

仲間と共にいろいろ体験しな

がら社会を見つめ、主体性のある生き方で、自

分の道を歩いていきたい。

②成人として新しい門出を迎えるのだから、祝っ

てもらう式でなく自分たちの力で出発したいと

思う 。 自分たちで企画し、 仲間と共に経験して

行くうちに本当の意味での「成人としての自覚」

が持てるようになると思う 。来年は、手作り成

人式の輪が一つでも広か.tLlまよいと思っています。

③市街地への通勤、通学時は、渋滞がひどいので道

路 をもう一本つく ってほしし、。また、 L、ろいろな

施設が中央に集ま っていて使いにくいので各地

域にもつく ってほしい。

市政の動きや議会の内容をも っと伝えてほし

いことと、制祉施設を充実させてくださし、。

灯油プロパン情報協力唐販売価格 (1月5日以降)

ロロロ 名 単 位 安値 高 値

庖頭
540円 620円

灯 (540同) (630円 )
18.e 

594 円円 650 円円
配達 (594Pi) (650Pi ) 

t由 200.e 配達
6，000 円円
(6， OOOPi) ( 66 ，， 660000 円円) 

プロノfン 5 πl' 1 550000円円
(l， 500Pi) 

1，630 円円
(1， 630Pi) 

()内は 1月4日まて9の11.&.，'':1出物て戸ず。
販売価格に盆訓ヵ、あった場介は、広報うえだでお知らせします。
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原幸司さん
(上岡市公民館・会社員)

笠

①成人者の 1人として自覚し、

いつも暖かい心を持って物事

を見つめていきたい。

の

え

ま

1月15日は 「成人の日」です。

おとなになった ことを自覚し 、自

ら生き抜こうとする青年を祝ぃ励ま

す行事として、昭和23年に スター ト

したこの「国民の祝日」も今年で31園、

目を迎えました。

上田市では、今年1，695人の若者が

成人式を迎えますが、この新成人の

@-一生に 1度の成人式なので成人式を迎える者の

要望を聞き入れるべきだと思う 。 しかし、でき

ることなら市全体の成人者とともに新しい門出

をキ兄いたい。

③福祉・体育施設などの充笑と、文化財を含む自

然を守って、開発と自然の調和のとれた上田市

にしてもらいたい。

皆さんの代表として、市内 5公民館

水千恵子さん
(城南公民館・学生)

清

①社会の一員として、 成人にふ

さわしい行動と責任を持ち、

自分を見失なわずマイペース

で充実した日々を過したい。

沢和弘さん
(塩田公民館・会社員)

，ょ喰

呂

①大人になる一節、それにとも 、
ない、ひとつひとつの行動に

も権利 と責任がかかってくる

ので、社会の一員として、自分に対して責任の

もてる行E動 をとりたい。

②上田市全体の成人式もよいが、生活の中心であ

る各地域ごとに、お互いが成人の自覚を高めあ

②自分たちのカて¥自分たちの催しをすることは

私たちの青春の 1ページをつづるよい思い出に

なると思います。

V

4

5

6

7

8

 

g 

③別にありませんが、市民が住みよいまちっくり

をしてほしいと思います。

が入りすぎてルール違反をおかす場合が多くみられま

す。

毎号、本欄に掲載してきたことがらを、再度読みか

えしていただき、違反せず、明るく、正しい選挙を行

っょっ年頭の奮いとしましょう。

1.候補者等の定義の再確認

2.寄付の禁止 (候補者等)

3.贈らない、も らわない、求めないの三ない運動の徹

底

うような仲間づく りの成人式があってもよいと

思う 。

③市内にあるサークル的な青年団体などを広〈市

民に PRし、組織化への援助を積極的にしてほ

しし、。

選挙の知識
⑬ 

輸
統一地方選挙

今年は、 4月に全国いっせいに地方選挙が行われま

す。

この選挙は、直接私たちの生活に結びつく身近で大

切な選挙て‘す。 しかし、身近なために、選挙運動に熱
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' 正月を迎える行事の一つ、子供たちにとっ

;ては楽しい「もちつき」も、昨今、おもちゃ電気

;もちつき器にかわり 、あまり売られなくなり

:ましたが. 12月中各保育園では「もちつき Jが

:行われ、園児のはしゃいだ声があちこちで聞

けかれました。(写真は、北保育闘で)

一
市
営
住
宅
の

一

一
補
充
入
居
者

一

の
間
隔
で
三
回
皮
下
に
接
種
。

〈そ

の
他
〉

こ
の
予
防
接
種
は
、
四
歳
の
誕
生
日

を
過
ぎ
る
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
四
歳

以
上
六
歳
未
満
の
人
で
、
ま
だ
三
種
混

合
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
三
月
中
旬

お知もせ

〈
1
月
ロ
日
樹

1
2
日
明
〉

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
き
い

。

〈
対
象
者
〉

①
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
五
十
年
四
月
一

日
か
ら
五
十
一
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

三
種
混
合
、
ま
た
は
二
種
混
合
を
一

回

も
接
種
し
て
い
な
い
人
。

〈
接
種
方
法
〉

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
三

1
八
週
間すてで本企伊分ハυ明、句

山
川時後午du

 

と場4FA 
各+珍問時

占

山
山釘揖

予一
肘-種
謡混
A 

実種ロ
施を

五
十
四
年
の
市
営
住
宅
補
充
入
居
者

募
集
を
、
一
月
十
二
日
働
か
ら
同
二
十

二
日
間
ま
で
の
間
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
皆
さ
ん
は
次
に
よ
り
、
市
役
所

二
階
管
理
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
住
宅
〉

市
内
全
域
の
市
営
住
宅
団
地

〈申
込
資
格
〉

V
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
き
の

あ
る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
o

v公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る
人

(例

l
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、
第
一

種
住
宅
で
百
三
十
四
万
一
千
九
百
九
十

九
円
以
上
百
九
十
四
万
五
千
九
百
九
十

九
円
以
下
。
第
二
種
住
宅
で
百
三
十
四

万
一
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)

〈家

賃

〉

一
千
円
か
ら
一
万
八
千
円
。

〈抽
選
日
と
場
所
〉

一
月
三
十
日
附
市
役
所
六
階
会
議
室

えつ報広一

三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き

・
ジ
フ

テ
リ

一

ア

・
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
左
表
に
よ

貯

り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
最
寄
り

n
u
 

川
物

河
川

表

仰
一
川

哩

問

日

一

種

一

接

一

防
一

予

-

合

号

毘

2

7

 

m
種

第

三

後 やE 日
会士勃 1'， 

l凪U2回目 3回目

l民協 神川 支所

月1 
1月2 3 1月3 3 

上野が丘公民館 18 
日 日 日
(本) (刈 (火)

塩田母イ守健康センター

新聞区民会館

月
月2 
1月3 5 

川 辺 町 会館 19 15 
日 日 日
樹 体) 併4

川西社会悩祉センター

市健康センター 1 月2 3 

2月5 16 1月6 

日
樹日
日

三 好町会館 |休) 1幽

r、

象
H
H
川
西
地
区
を
除
く
全
地
区
。

実
施
予
定
の
二
種
混
合
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。
〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

で
午
前
九
時
か
ら
。

〈
入

居

〉

補
充
入
居
で
す
の
で
、
希
望
す
る
団

地
の
住
宅
が
あ
い
た
と
き
、
入
居
の
順

番
に
従

っ
て
入
居
で
き
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

五
十
三
年
に
申
込
ま
れ
入
居
で
き
な

か
っ
た
人
も
あ
ら
た
め
て
、
募
集
期
間

内
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

管
理
課
住
宅
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内

線
三
四
五
有
線
②
O
七

三

二

デフ
雀ザ‘ラ
1> ..， n 
年ン f
キ教'
ム室

資

格

H
H
働
く
二
十
五
歳
ま
で
の
人
。

期

間

l
一
月
二
十
二
日
聞
か
ら
隔
週

月
曜
日
(
月
二
回
)

定

員

l
十
五
名
。

会

費

l
一
回
千
円

(材
料
費
含
む
)

締
切
日
・
お
問
合
せ
H

開
講
前
日
ま
で
に

上
回
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
必
ず

来
館
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
宮

宮
(
⑩
三

0
0
0

⑫
七
一
一
七
)

職上
業小
型高
型塑等
)I~ Jt)( 

生の

ー一一一一

〈募
集
職
種
〉

()
内
は
修
業
年
限
。

機
械
科

(二
年
)。

電
気
機
器
科

(二

年
)
。
配
管
科
(
二
年
)
。
建
築
科
(
三

年
)。

板
金
科

(
三
年
)
。
左
官
科
(
三

年
)
。
建
築
製
図
科
(
二
年
)
。
和
裁

科
(
二
年
)
。
編
物
科
(
一
年
)

〈
資

格

〉

年
齢
や
経
験
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
な
た
で
も
入
校
で
き
ま
す
。
た
だ
し

建
築
制
点
図
科
は
、
二
級
建
築
士
受
講
希

望
者
の
た
め
に
特
設
し
ま
し
た
の
で
、

当
校
建
築
科
卒
業
生
、
ま
た
は
建
築
経

験
七
年
以
上
の
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

〈申
込
締
切
・
入
校
期
日
〉

三
月
末
日
ま
で
。
五
十
四
年
四
月
入
校

〈修
了
生
の
特
典
〉

修
業
年
限
二
年
以
上
の
訓
練
科
を
修

了
し
た
人
は
、
二
級
技
能
七
受
験
の
さ

い
。
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
修
了
後
七
年
経
過
す
る
と
、
申
請

に
よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
が
得

ら
れ
ま
す
。

〈
申
込
先
・
お
閉
会
せ
〉

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
(
宮
⑫
二
六

六
六
)

提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り
提



来
豊富

A し
て
申
込
ん
で王
〈
Tご
き
し、 ノ

乞茸

ノ、
ー」
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老人のための

に
な
ら
れ
る
こ
と
を
一
つ
の

「節
」
と

し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

高
め
、
将
来
を
考
、え
る
意
義
あ
る
日
に

し
ま
し
ょ
う
。

今
年
、
成
人
さ
れ
る
皆
き
ん
は
、
昭

和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
同
三
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

「
成
人
式
ご
案
内
」
の
通
知
が
届
か

な
い
人
、
ま
た
は
市
出
身
者
で
市
外
に

お
住
い
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
市
民
会
館
〉

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
田
市
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

山

崎

善

四

郎

(
推
進
協
議
会
委
員
)

H
馬
齢
で
は
な
か
っ
た
除
夜
の
鐘
を
き
く
。

よ
く
馬
齢
を
重
ね
る
と
い
い
ま
す
が
、
五
十

三
年
は
、
皆
き
ん
馬
齢
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
老
人
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
行

寝たきり予防教室から老化度測定

対

象

1
川
西
地
区
を
除
く
全
地
区
。

開

会

l
午
後
一
時
か
ら
。

〈
川
西
公
民
館
〉

対

象

l
川
西
地
区
。

開

会

H
H
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
。

〈
お
問
合
せ
〉

V
上
田
市
公
民
館

(第一

・
第
二
・
第

三
中
学
校
卒
業
者
)
宮
⑫
O
七
六

O

V
上
野
が
丘
公
民
館

(
第
五
中
学
校
卒

業
者
)
宮
⑫
O
六
五
九

V
城
南
公
民
館
(
第
四
中
学
校
卒
業
者
)

宮
⑫
四
一

O
O
内
線
三
八
六

V
塩
田
公
民
館
(
塩
田
中
学
校
卒
業
者
)

か
小
ゃ
ぎ
メ
イ
/
l
¥
故
郷
の
丘
春
が
立
ち
。

宮
⑮
三
O
O
O

V
川
西
公
民
館
(
川
西
中
学
校
卒
業
者
)

宮
⑫
五

O
O
四

-.'工
およZ業
願沼統
い乞計
し z 調
ま査
すに

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
「
工
業
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
国
が
行
う
も
の

で
、
す
べ
て
の
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
、
組
織
、
従
業
員

数
、
製
造
品
固
め
規
模
別
に
製
造
活
動

の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
市
町
村
の

行
政
や
経
済
施
策
に
役
立
て
る
資
料
を

得
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
伺
い
、
記
入
方
法
な
ど
を
説

明
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

企
画
課
統
計
係
(
宮
⑫
四
一

O
O
内

線
二
五
四
有
線
②
O
八
三
二

)

瓦京

32 
提願支

出の

五
十
四
年
度
、
市
へ
物
口
聞
の
納
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
「
見
積
参
加
願
」
の

提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

一
一
月
一
日
か
ら
同
二
十
八
日
ま
で
で

す
。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、

市
の
規
則
に
よ
り
資
格
審
査
を
し
、
見

積
参
加
業
者
名
簿
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
提
出
先
・
お
問
合
せ
〉

会
計
課
(
窓
口
⑧
番
宮
⑫
四
一

0
0

内
線
三
九
二
、
三
九
三
)

〈
必
要
書
類
〉

①
見
積
参
加
願
②
営
業
概
要
調
書
③

事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
書
(
事
業
税

市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
)
の
各
一
通
。
用
紙
は
会
計
課
に
あ

り
ま
す
。訂正おわび

12月16日発行の広報うえだ第781号4ページ、

市財政状況の公表の「財産表」中の積立金、77，15

4，063万円は、77，154万円。有価証券400，882万円

は400万円の誤りでした。

おわびして訂正いたします。

か
は
た
ち
。
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
を

祝
っ
て
、

市
で
は
、
一
月
十
五
日
の
成

人
の
日
に
、
市
民
会
館
と
川
西
公
民
館

の
二
会
場
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
「
は
た
ち
」

典
w
h
u伊
典
精
此
H
市
典
"
典
静
止
常
典
U
市
議
申
典
帝
政
市
典
位
叩
品
目
φ
典
府
政
相
典
白
市
典
砧
小
品
目
ゆ
品
目
中
典
術
品
U
巾
典
拍
伊
典
叫
市
品
市
典
枯
市
典
術
品
目
午
典
帝
政
晴
山
口
H
i
品
甲
山
市
比
口
市
此
口
市
挑
柑
典
臼
小
品
球
品
川
市
品
目
小
銭
柑
品
目
市
典
臼
小
品
怜
典
世
帯

り

事

の

中

で

、

い

ろ

い

ろ

の

事

が

あ

り

ま

し

た

。

時
三
か
年
と
い
う
こ
の
仕
事
の
中
で
多
く
の
人
達
帯

引

い

が

老

人

大

学

を

卒

業

し

、

健

康

管

理

教

室

で

…
健
康
を
取
り
も
ど
し
、
生
き
が
い
対
策
の
中
で
制

約

勺

き

ん

の

友

達

を

つ

く

っ

た

五

十

三

年

で

し

一

い

い

よ

い

よ

こ

れ

ら

の

勉

強

を

生

か

し

た

「

五

和十
四
年
L

が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

広
W

き
あ
H
H
一

今

年

も

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

時

明

暮

れ

に

城

南

公

民

館

の

成

人

学

級

の

川

柳

講

料座
の
と
き
、
本
き
ん
と
い
う
主
婦
が
「
羊
の
勇
帯

み
足
」
と
い
う
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
時

時
は
、
な
ん
で
も
な
い
よ
う
に
思
っ
て
帰
り
ま
和

し
た
が
、
羊
の
動
き
を
描
写
し
た
す
ば
ら
し
い
帯

言
葉
と
思
い
ま
し
た
。

子
羊
の
躍
動
美
の
表
現
料

勇
み
足
を
し
た
一
線
の
思
慮
的
動
作
、
き
ら
に
帯

次
の
行
動
に
う
つ
る
敏
し
よ
う
な
姿
態
、
こ
ん
帯

な
小
羊
の
よ
う
な
新
し
い
年
の
始
め
で
す
。
一
向

老
い
も
若
き
も
五
十
四
年
を
小
羊
の
よ
う
に
帯

は

ね

て

み

ま

し

ょ

う

。

骨

材

帯都帯
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市民の声に

答えて
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ま
た
、
あ
る
JH
治
会
恕
談
会
で
、
中
年

の
主
財
の
方
か
ら
「
う
ち
に
は
、
年
こ

ろ
の
男
の
子
と
女
の

f
か
い
る
け
れ
ど
、

も
し
、
二
人
の
子
が
、
同
和
地
区
の
人

えつ

(
卜

一
月
三
十
日
現
在

一第7'82号 (211ねJJAZJO--一広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

横
山
滋
樹
さ
ん

西

谷

清

さ

ん
中
央
四

(丸
堀
)
四
二

松
浦
き
ん
さ
ん踏
入
二
(
踏
入
}
七
四

荒

井

芳

江

さ

ん

院

内

七

九

羽

賀

忠

彦

さ

ん

矢

沢

五

六

五

十

嵐

フ

ジ

ノ

さ

ん

御

所

五

五

堀

内

勇

さ

ん

川

辺

町

七

O

原
小
管
ん
さ
ん
中
央
四

(木

町

)
八
四

中

鉢

輿

四

郎

さ

ん

神

畑

七

七

花

岡

菊

野

さ

ん

下

本

郷

八

七

大

屋

と
必
愛
し
て
、
結
婚
し
た
い
と
言
い
出

し
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
J

と
い
う
切

実
な
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
こ
と
に
卒
直
な
ご
立
見
だ
と
思
い
ま

す
。み

な
さ
ん

M
が
、
こ
の
主
婦
の
万
と

同
じ
立
場
だ

っ
た
ら
こ
ど
も
さ
ん
に
何

と
助
言
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
方
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
次
の

二
つ
の

こ
と
だ
け
は
理
解
し
て
ほ
し
い

と
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

七

何
回
や
す
よ
さ
ん

中
沢
喜
利
さ
ん

小
林
節
子
さ
ん常
国
二

(中
常
田

)
五
二

滝

沢

点

三

さ

ん

上

手

七

五

日
下
回
士
作
さ
ん

常
磐
城
四
(
生
塚
)
八

O

山
浦
さ
く

さ

ん

上

田

原

八

六

滝

沢

永

寿

さ

ん

下

之

郷

七

四

三
戸
部
織
三
郎
さ
ん

中
央
東

(上
川
原
柳
町
)
八

O

松

原

郁

さ

ん中
央
三
(
馬
場
町
)
七
五

清
水
大
信
さ
ん常
田
二
(
北
常
田

)

O

中
山
花
子
さ
ん
中
央
北
三
(
新

田
)
七
三

滝

沢

ヨ

シ

ジ

さ

ん

手

塚

九

一

片

山

清

さ

ん

舞

回

六
八

古

平

和

子

さ

ん

上

手

五

O

土

屋

貞

治

郎

さ

ん

下

室

賀

八

五

r
 

平
井
寺

中
之
条

そ
の
一
つ
は
、
「
ま
ず
歴
史
的
に
、

部
抗
が
、
不
当
な
分
裂
支
配
政
策
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん

ち
が
っ
た
人
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
わ

た
く
し
た
ち
と
同
じ
日
本
人
で
あ
る
こ

と
Uも
う
一
つ
は
、
「
自
分
の
こ
ど
も
を

い
じ
る
こ
と
、
向
分
の
こ
ど
も
が
選
ん

だ
相
手
の
人
聞
が
よ
け
れ
ば
、
そ
の
人

を
信
じ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

同
和
教
育
の
是
非
に
つ
い
て
の
一
般

滝

沢

勝

さ

ん

柳
町
長
兵
さ
ん
中
央
西
一

山
浦

つ
ね
さ
ん

竹
内
友
男
さ
ん

丸
山
末
吉
さ
ん大
手
二
(
大
手
町
)
七
四

松

沢

美

代

子

さ

ん

川

辺

町

四

七

和

田

勲

さ

ん

上

小

島

六

五

小
林
ツ
子
さ
ん

蛇

沢

八

六

中
村
祐

一
さ
ん

中

野

一

酒
井
じ
ゅ
ん
さ
ん
踏
入
一

宮
原
武
夫
さ
ん

堀

ま

ち

の

さ

ん

石
川
伊
太
郎
さ
ん

加
藤
は

つ
よ
さ
ん

遠
藤
計
美
さ
ん

金
井
三
郎
さ
ん中
央

一

黒
川
ま
き
さ
ん

八
九
六
六

下
之
条

北
大
手
)
九

一

浦

野

九

O

御

所

六
一

泉

町

)

六

九

上
塩
尻
七
一

久
保
林

七

八

下
室
賀
七
一

小

泉

七

四

岡

八

二

鷹
匠
町
)
六

O

院

内

八

七

市
民
の
声
は
、
「
こ
ど
も
た
ち
に
、
同

和
教
育
を
す
る
こ
と
は
、
何
も
知
ら
な

い
で
ね
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
を
起
こ
し

て
教
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
か
、
え
っ
て

差
別
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
差
別
を

し
て
い
る
の
は
年
寄
り
た
ち
だ
か
ら
、

若
い
人
た
ち
の
時
代
に
な
れ
ば
、
そ
っ

と
し
て
お
け
ば
な
く
な
る
。
」
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

次
の
時
代
を
に
な
う
こ
ど
も
た
ち
に

正
し
い
理
解
を
深
め
る
学
習
と
、
人
間

尊
重
の
教
育
を
し
な
い
で
、
ど
う
し
て

七

魚
住
変
永
さ
ん中
央
四

(木

町
)
七
五

平
山
三

郎

さ

ん

大

屋

七

八

片

山

は

っ

き

ん

上

田

原

八

八

坂

下

と

く

の

さ

ん

福

田

七

O

沢

崎

り

っ

さ

ん

倉

升

七

九

成

沢

ひ

さ

さ

ん

野

竹

七

六

松

崎

は

ま

さ

ん

岩

清

水

七

六

平

山

武

男

さ

ん

野

倉

七

一

梶

原

携

さ

ん

千

曲

町

七

一

堀

モ

ミ
さ
ん中
央
六
(
愛
宕
町
)
八
一

西
村
は
る
よ
さ
ん
中
央
六
(
鍛
治
町
)
八
二

村

瀬

亀

鶴

さ

ん

仁

古

田

七

三

柳
町
勝
次
郎
さ
ん
大
手
一

小
林
本
由
さ
ん

堀

浪

雄

さ

ん

松

橋

宏

さ

ん

真
島
秀
吉
さ
ん

大
手
町
)
七
六

神

畑

七

一

国

分

七

一

黒

坪

七

九

仁
古
田
七
一

あ
や
ま
っ
た
偏
見
に
棋
き
し
て
い
る
部

孫
差
別
を
る
く
す
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
今
日
に
い
た
る
ま
で
部
格
差
別

が
温
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
ど
も
た
ち
を
正
し
く
起
こ
さ
な
か

っ

た
か
ら
な
の
で
す
。
正
し
く
歴
史
に
学

び
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
当
な
差
別

を
み
ぬ
き
、
差
別
を
ゆ
る
さ
な
い
民
主

的
な
人
間
つ
く
り
を
し
な
い
ま
ま
、
こ

ど
も
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
し
た
か
ら

な
の
で
す
。
教
育
は
無
力
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
方
金
治
さ
ん
常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)
五
四

国

口

定

子

さ

ん

川

辺

町

五

四

堀
田
フ
ミ
さ
ん常
国
二
(
上
常
国
)
九
五

尾

崎

ひ

良

を

さ

ん

上

青

木

八

四

鈴
木
き
み
子
さ
ん
中
央
五

(
上
房
山
)
七
四

宮
島
祐
一
さ
ん
緑
が
丘
一
(
新
屋
)
四
二

足

立

和

雄

さ

ん

上

塩

尻

六

七

西

沢

多

嘉

子

さ

ん

上

室

賀

八

九

柳
沢

ち

と

せ

き

ん

石

神

六

二

丸

山

章

重

さ

ん

仁

古

田

八

O

成

沢

大

五

郎

さ

ん

川

辺

町

八

O

石
塚
兵
吾
さ
ん中
央
四

(
丸
堀
)
九
五

手
塚
宣
市
さ
ん大
手
二
(
大
手
町
)
八
一

小

熊

ツ

ル

さ

ん

伊

勢

山

八

一
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